
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

類
の
適
正
処
理
に
つ
い
て

（
農
家
の
皆
さ
ま
へ
）

「
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
」

高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

温
泉
ご
招
待
券
に
つ
い
て

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相

談
会
の
ご
案
内

土
砂
災
害
防
止
法
に
お

け
る
基
礎
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

　
使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
使
用
し
た
農
家
や
事
業
者

が
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
協
な
ど
の
収
集

体
制
を
活
用
し
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
全
量
を
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
や

不
法
投
棄
は
、
同
法
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
野
外
焼
却
や

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
阿
蘇
保
健
所
ま
た
は
廃

棄
物
１
１
０
番
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
被
覆
資
材
、
マ
ル
チ
、

寒
冷
紗
、
防
鳥
テ
ー
プ
な
ど
は
、

送
電
線
へ
飛
来
し
た
場
合
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
中
及
び
撤
去
時

な
ど
、
突
風
に
よ
る
飛
散
防
止
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
農
業
関
係
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
】

　
園
芸
施
設
用
被
覆
フ
ィ
ル
ム
、

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、
肥
料
袋
、
寒
冷

紗
、
防
風
（
防
虫
）
ネ
ッ
ト
、
防
水

シ
ー
ト
（
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
）
、
液
肥

容
器
、
ア
ゼ
ナ
ミ
、
育
苗
ポ
ッ
ト
、

マ
ル
チ
（
野
菜
、
果
樹
、
た
ば
こ
）
、

甘
夏
ポ
リ
袋
、
畜
産
飼
料
用
ラ
ッ

ピ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
　
２
２-

３
２
７
４

阿
蘇
保
健
所
　

３
２-

０
５
３
５

廃
棄
物
１
１
０
番
　

　
　
０
９
６-

３
８
５-

５
３
０
０

　
阿
蘇
市
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
健
康
増
進
等
を
目
的
に
70

歳
以
上
の
方
へ
温
泉
の
ご
招
待
券

を
発
行
し
ま
す
。

　
招
待
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

阿
蘇
市
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
対
象
者
は
、
阿
蘇
市
在
住
で

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
70
歳

以
上
に
な
ら
れ
る
方
で
す
。

　
な
お
、
本
人
以
外
の
代
理
受
領

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
　
２
２-

３
１
４
５

　
土
石
流
に
よ
り
被
害
を
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
の
詳
し
い
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
個
人
や
法

人
な
ど
の
所
有
地
、
管
理
地
内
に

立
ち
入
り
、
測
量
・
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
た
め
に
立
ち
入

る
調
査
員
は
、
熊
本
県
が
発
行
す

る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間

　
10
月
31
日
ま
で

調
査
対
象
地
区

　
狩
尾
・
折
戸
・
的
石
・
乙
姫
・

　
西
小
園
・
東
黒
川
・
車
帰

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
地
域
振
興
局
工
務
課

　
　
２
２-

０
４
９
１

　
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
熊
本
県
支
部
は
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
ス
ト

ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
及
び

医
療
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

実
施
日
時

　
７
月
19
日
（
土
）
13
時
～
15
時

実
施
場
所

植
木
町
国
民
健
康
保
険
植
木
病
院

　
　
０
９
６-

２
７
３-

２
１
１
１

主
催
者

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　
　
０
９
６-

３
８
４-

１
０
１
２

参
加
費
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

新
築
住
宅
に
県
産
木
材

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

～
熊
本
の
気
候
に
合
っ
た
県

産
木
材
を
使
い
ま
し
ょ
う
～

　
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、

県
内
で
木
造
住
宅
を
新
築
さ
れ
る

方
に
木
材
を
無
償
で
提
供
す
る
『
く

ま
も
と
森
林
を
育
む
木
の
住
ま
い

づ
く
り
推
進
事
業
』
を
実
施
し
ま

す
。
提
供
す
る
木
材
の
種
類
、
申

込
条
件
、
申
込
方
法
は
問
い
合
わ

せ
先
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

募
集
期
間
　
　

　
①
７
月
21
日
～
８
月
１
日
　
　

　
②
９
月
１
日
～
９
月
12
日

　
③
11
月
10
日
～
11
月
21
日
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
　

（
社
）
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

　
　
０
９
６-

３
８
２-

７
９
１
９



平
成
20
年
度
　
阿
蘇
高
等

学
校
体
験
入
学
の
ご
案
内

阿
蘇
高
等
学
校
開
放
講

座
の
ご
案
内

　
中
学
３
年
生
を
対
象
に
学
校
説

明
、
在
校
生
及
び
卒
業
生
の
体
験

発
表
・
体
験
授
業
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
７
月
30
日
（
水
）
８
時
50
分
～
12
時

場
　
所

　
阿
蘇
高
等
学
校
第
一
体
育
館

申
し
込
み
先

　
阿
蘇
市
内
の
各
中
学
校

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
高
等
学
校

　
　
２
２-

０
０
７
０

　
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
る
学

習
要
求
に
応
え
る
た
め
、
県
立
学

校
等
が
有
す
る
専
門
的
な
教
育
機

能
を
地
域
社
会
に
開
放
し
、
学
習

機
会
を
提
供
し
て
生
涯
学
習
の
振

興
・
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

主
　
催

　
熊
本
県
教
育
委
員
会

受
講
資
格

　
一
般
社
会
人
の
方
で
、
学
習
意

欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
継
続
し
て
講

座
を
受
講
で
き
る
方

募
集
人
数
　
20
人
程
度

講
座
内
容

「
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　
ワ
ー
プ
ロ
等
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
を
習
得
し
ま
す
。
講
座
に

３
分
の
２
以
上
出
席
さ
れ
た
方
に

は
修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
。
た

だ
し
、
高
等
学
校
の
単
位
と
し
て

は
認
定
し
ま
せ
ん
。

講
座
実
施
期
間

　
８
月
１
日（
金
）～
８
月
29
日（
金
）

　
の
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

講
座
実
施
時
間

　
18
時
30
分
～
20
時
30
分
ま
で

　
（
毎
回
２
時
間
）
の
計
８
回
実
施

受
講
の
手
続
き
等

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
受

講
申
込
書
」
用
紙
を
提
出
し
、
受

講
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
受
講
申
込
書
」
用
紙
は
阿
蘇

高
校
及
び
市
教
育
委
員
会
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
受
講
費

用
の
支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

　
７
月
１
日（
火
）～
７
月
11
日（
金
）

　
た
だ
し
、
こ
の
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
受
け
入
れ
人
員
に
達
し
た

場
合
は
募
集
を
締
め
切
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
高
等
学
校

　
　
２
２
‐
０
０
７
０

　５月２１日赤仁田地区で、日本では栽培が

禁止されているケシの花が見つかり、警察と

保健所立会いのもと処分されました。

　見つかったのは、麻薬成分のモルヒネを有

するアツミゲシというケシ科の１年草で、「あ

へん法」により規制されています。

　農家の花庭に春菊のような葉が生えはじめ、

綺麗な薄紫の花をつけたため名前も知らず観

賞用として楽しんでいたところ、茨城県でポ

ピーの中に大量のケシが混ざっており撤去作

業を行ったという報道に“はっ”として、ご

主人が波野駐在所に連絡し規制されているケ

シであることが判明しました。渡り鳥が媒介

したものとみられ、他の花々の中に５０株ほ

どが見つかりましたが、すべて保健所へ持ち

帰り焼却処分されました。

　阿蘇署管内でのケシの通報は珍しいとのこ

とですが、ポピーやヒナゲシなど植えても良

いケシと違法なケシとは、一般には区別がつ

きにくいことから気づかないままになってい

るところもあると思われます。見分け方につ

いて、保健所の説明では、「合法なケシは葉や

茎全体が毛で被われているが、違法なケシは

無毛か又はまばらに生えている」ことなどを

あげていました。

あそ伝承文化村ふるさと
おもしろ館・今月の昔遊び

日　時　７月２６日（土）　10時から

場　所　阿蘇神社前うなり茶屋　２階

★皮で作る人形

ケシの不正栽培にご注意！

警
察
と
保
健
所
が
現
地
を
確
認

▲

栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
に
は
〈
毛
〉
が
少
な
い

▲
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